



























































































































































































































































すなわちそれは 1. 表象である、2. 個人の意識の外にある表象である、
3. 強制力を授けられ、その強制力のおかげで個々人に強要されるよ

























































































































































































































27）　CLG(E), p.270, III C 403, 1940、cf. CLG, p.166
28）　Saussure（1972）p.165
29）　周知のように、恣意性の内実は聴覚映像は概念に対して自然的な結び付









33）　cf. CLG(E), p.172, III C 324, 1285、CLG, p.112





39）　cf. 注 19 及び末永（1998、2005 〈第 2 部〉、2011）
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